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皆様、沢山のご支援、応援ありがとうございました。

これからも向陽学園は未来に向かって挑戦します。

10.25 「諸先輩方の尊い命が

犠牲になったことを忘れない」

向陽高校の前身である「大村女子職業

学校」の生徒が学徒動員で作業中、昭和

１９年10月２５日の大村大空襲で若き命

を失いました。 私達は、１５、１６歳で亡く

なられた諸先輩方の尊い命が犠牲になっ

たことを忘れてはいけません。

左の記事は昭和６０年２月向陽学園

ニュース第２号に掲載された記事です。

バドミントン部（女子）

全国私立高等学校選抜大会結果 （8/26～福岡）

予選リーグ1位（48校参加）

決勝トーナメント 1回戦：3-0 奈良大学付属

2回戦：0-3 新田（愛媛）

順位決定戦 １回戦：3-１ 福岡常葉

２回戦：３‐０ 聖心ウルスラ（宮﨑）

３回戦：３‐０ 滋賀短大付属

全日本ジュニアオリンピック大会結果 （9/13～北海道）

ダブルス：前山・藤原組 1回戦：2‐0 鳥取

2回戦：1‐2長野

バレーボール部（女子）

全九州私立高等学校選手権大会結果 （8/26～福岡）

予選リーグ敗退（42校参加）

ソフトボール部（女子）

県高等学校新人大会結果 （9/20～）

準決勝：2‐4九州文化学園

今年の夏、高校の部活動では九州・全国大会で大いに活躍し、学園に感動と勇気を与えて

くれました。さらに目標を高く持ち挑戦して欲しいと思います。

また各学科では、日々の学習で知識を深め、実習や研修で技術を磨き各種検定に挑みま

した。これからは国家試験に挑みます。そして３年生は進路実現に向けて挑戦します。自分の

未来に向けて頑張って欲しいと思います。

「向陽には自分だけの未来がある！」
向陽高校での3年間は、「生き方を考える時間だっ

た」と話してくれた卒業生がいます。

◆パティシエとして活躍している卒業生は、「仲間と支

え合うことで、挑戦できる自分に出会えた」と語ります。

◆寿司職人となった卒業生は、「一皿一皿に『相手を

思う気持ち』を込めています」と話してくれました。

◆大学へ進学した卒業生も、「知識以上に、人との向

き合い方を学べたことが一番大きかった。『自分で考

える姿勢』が支えになっています。」と話します。

「新たな教育」 創立１０１年目の向陽高校ではポジ

ティブ教育を展開しています。すべての学科・学年で、

「生徒の幸福（ウェルビーイング）と成長を両立する教

育」に取り組んでいます。学力だけでなく、「心の強さ」

や「他者とのつながり」、「意味を感じて生きる姿勢」を

育む教育。それは、向陽高校が100年にわたり大切に

してきた実業教育の土台と、建学の精神「奉仕」に根

ざした、新たな挑戦でもあります。向陽高校には、誰か

を思う経験を重ねるうちに、「自分だけの未来がある」

と思えるようになっていく、そんな日々が、ここにはあり

ます。（高校HP：KOYO’s Letter③より一部抜粋）
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＜シリーズ＞ GO BEYOND～次の１００年へ向けて～

今後のオープンキャンパス予定

１０/１８（土）、１１/２（日）、

１１/１６（日）、１/２４（土）、３/２７（金）

「不安」は成長への原動力

50年前の1974年（昭和49年）、向陽高校ではフェン

シング部が創立され、ソフトボール部が県高校総体で優

勝しました。その4年前の修学旅行先は大阪万博で、戦後

復興の雰囲気を感じたことでしょう。その年の新聞には

「自動販売機が普及し人と話さなくても物を買えるが、人

との交流や言葉を大切にする気持ちが薄れている」という

不安の声がありました。経済的に豊かになりましたが、人

口の増え過ぎが問題視され、「子どもは2人まで」という宣

言まで出されました。時は流れて2025年、今は人口減少

が問題になり、働く人や地域とのつながりが不足し不安の

材料になっています。さらに、人工知能（AI）や無人化の技

術が進み、「人と話さなくても暮らせる社会」が広まって、

便利になったいっぽうで不安を感じる声もあります。19世

紀の哲学者キルケゴールが「不安は教育者である」と述

べたように、不安は悩みでもありますが、逆に成長へ導く原

動力にもなります。その時代や日々不安はありますが、私

達はその不安の「よりよい解決法はなにか」という問いへ

の答えを考えることが大切です。
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平凡社ライブラリー. （原著 1844 年刊）

「夏休み体験デー」開催～未来の療法士～8/１

「たちばな募金」ご協力のお願い

創立44周年

本学園は令和6年に創立100周年という大きな節目を迎えることができました。これもひとえに、地域の皆様、保

護者の皆様、そして卒業生の皆様方の長年にわたるご支援とご厚情の賜物と、深く感謝申し上げます。このたび私

たちは、向陽学園の教育理念の根幹である建学の精神「奉仕」の心を次世代にも引き継ぎ、さらに豊かな学びの

場を築くために、「教育振興協力金」として新たに「たちばな募金」を立ち上げることといたしました。この名称には、

末永く地域に根差し、実りある教育を育み続けたいという願いを込めています。この募金は、向陽高等学校のみなら

ず、向陽幼稚園および長崎リハビリテーション学院を含めた、学園全体の教育環境の充実および施設整備に役立

ててまいります。

つきましては、「たちばな募金」の趣旨にご賛同賜り、ご支援を心よりお願い申し上げます。

※詳しくは右学園ホームページをご覧ください。

＜シリーズ＞ GO BEYOND～次の１００年へ向けて～

※ポジティブ教育について、高校HPよりご覧いただけます。 新校舎建設中（9/3）

新校舎建設開始（7/15～）

新第２体育館（９/20）


